
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 
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ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



 

(c) 2004. Renesas Technology Corp., All rights reserved. Page 1 of 2 

発行日：2004 年 8 月 1 日

RENESAS TECHNICAL UPDATE 
 〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-6-2 日本ビル

株式会社 ルネサス テクノロジ 
問合せ窓口 E-mail: support_apl@renesas.com 

製品分類 MPU&MCU 発行番号 TN-16C-126A/JA Rev. 第１版 

題

名 
M32C/80 シリーズ 
CAN リモートフレーム送受信キャンセル時の注意事項 

情

報

分

類 

使用上の注意事項 

対象ロット等
適

用

製

品 

M32C/81 グループ 
M32C/83 グループ 
M32C/84 グループ 
M32C/85 グループ 
M32C/86 グループ 
M32C/87 グループ 

－－ 

関

連

資

料 

 

M32C/81 グループ・M32C/83 グループ・M32C/84 グループ・M32C/85 グループ・M32C/86 グループ・M32C/87 グループ 

において、リモートフレーム送受信をキャンセルする場合の注意事項を以下に示します。 

 

リモートフレーム送信アボート、リモートフレーム受信キャンセルを行う際には、以下に示すフローで送信アボート、受信 

キャンセル処理を行ってください。 

 

（１）リモートフレーム送信アボート時の処理フロー 

リモートフレーム送信をアボートする場合、図 1 に従って処理を行ってください。 

図 1. リモートフレーム送信アボート時の処理フロー 

  
送信アボート処理開始

CiMCTLj レジスタに“00h”を書き込み  

CiMCTLj レジスタの読み出し  

CiMCTLj レジスタの

REMACTIVE ビット= 0 

送信アボート処理完了

NO

YES

i＝0~1、 j＝0~15 

注１ : CiMCTLj レジスタは、CiCTLR1 レジスタの BANKSEL ビットが"0"(CiMCTLj レジスタ、

CiSSCTLR レジスタ、CiSSSTR レジスタ選択 )のとき、アクセスできます。  

注２ : フローチャート中に無限ループを組んでいる箇所がありますが、表記を簡略化するために  

 このように記載しています。実際にプログラムを作成するときは、各ループに制限時間を  

 持たせてオーバータイム時に抜けるような処理をしてください。  
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（２）リモートフレーム受信キャンセル時の処理フロー 

リモートフレーム受信をキャンセルする場合、図 2 に従って処理を行ってください。 

図 2. リモートフレーム受信キャンセル時の処理フロー 

 

  
受信キャンセル処理開始  

CiMCTLj レジスタに“00h”を書き込み  

CiMCTLj レジスタの読み出し  

CiMCTLj レジスタの

REMACTIVE ビット＝0

受信キャンセル処理完了  

NO

YES

i＝0~1、 j＝0~15 

注１ : CiMCTLj レジスタは CiCTLR1 レジスタの BANKSEL ビットが"0"(CiMCTLj レジスタ、

CiSSCTLR レジスタ、CiSSSTR レジスタ選択 )のとき、アクセスできます。  

注２ : フローチャート中に無限ループを組んでいる箇所がありますが、表記を簡略化するために  

 このように記載しています。実際にプログラムを作成するときは、各ループに制限時間を  

 持たせてオーバータイム時に抜けるような処理をしてください。  


